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①A・①B学校視察
地域の方々と富山市の小中一貫的教育校である芝園小・芝園中
と新築の戸板小を訪問。
②八田與一技師
台湾にて一中・泉丘の先輩である八田與一技師の墓前祭に初め
て参加。
③消防操法大会
地元消防団が県消防操法大会に進出し、見事に初優勝。
④拉致被害者の会
残された家族の深い悲しみを目の当たりにし、その解決に取り
組む決意。
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今村証券株式会社入社
　　　　〃　　　退社
金沢市議会議員選挙に初当選

野町校下青年会・野町弥生消防分団所属
金沢市泉本町に在住
資格：証券アナリスト・ファイナンシャルプランナー
　　　宅地建物取引主任者
家族　妻、長男（米泉ドジャースにて少年野球）、次男（幼稚園）
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早くも市議会議員 1 期目も折り返し地点を通過し、3 年目を迎えております。これまでの 2 年余り、多
くの市民の皆様から温かいご指導・ご支援を頂いたことを感謝申し上げます。
いよいよあと 1 年半足らずで念願の北陸新幹線が金沢までやってきます。もはや待ったなしの状況であ

り、金沢市としても全力でその準備に取り組んでいるところです。しかし、これまでの他都市の状況を見る
に、開業の経済効果は当初の期待通りになっていない所が多く、観光都市金沢もこれまで以上に危機感を
持って、残りの期間を全うしなければなりません。
我々市議会議員の役割は、市民福祉の向上と地域の発展に寄与することに他なりませんし、金沢市議会の

役割は山野市長と車の両輪のごとく連携して、金沢市民の負託に応えることであります。
これまでの 2 年半の議員活動の中で、自分なりに金沢市が置かれている現状と課題が少しずつ理解でき

てきました。今後の残り 1 年半の任期中に、一つでもそれらの課題を解決し、市民の皆さんに信頼され期
待される議員にならなければなりません。そのためにも、日々勉強・日々努力を常に肝に銘じ、やはり喜多
浩一を選んでよかったと思って頂ける日まで、ひたすら前を向いて邁進していこうと思います。
今後も、温かくも厳しいご声援をよろしくお願い致します。また、いつでもお気軽に金沢市役所 6 階の

会派控室までお越しください。心からお待ちしております。
（喜多浩一）

市議会議員３年目を迎えて
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北國新聞や中日新聞などに取り上げられた記事の一部を掲載しました。

北國新聞 2013年 6月 20日付朝刊

北國新聞 2013年 8月 31日付朝刊北國新聞 2013年 5月 8日付朝刊

北陸中日新聞 2013年 6月 20日付朝刊

平成25年定例第２回市議会での主な一般質問と答弁の要約

⦿野町小学校と弥生小学校の統合について　
〈喜多浩一〉
金沢の将来を担う子どもたちのためにご英断くださった野町・弥生両校下の地域の方々に改めて敬意
を表します。また、金沢市及び金沢市教育委員会におかれましては、この地域住民の方々の決断、意
向に応えるべく、跡地利用も含め、スムーズな統合と早期の校舎建設に向けて大いに努力していただ
きたいと思います。
〈山野市長〉
両校下の多くの方々に大変な御努力をいただきました。そのことに関して、改めて敬意と感謝を表し
ます。子供たちの教育環境向上と地域に開かれた学校づくりに向けて、教育委員会とともに全力で取
り組んでいきます。また、野町小学校の跡地利用につきましても、地域の皆さんと十分に相談をして
いきながら、適切に対応をしていきたいと考えています。

⦿寺町台周辺の新たな魅力向上策について
〈喜多浩一〉
片町から室生犀星記念館、にし茶屋街、寺町寺院群、Ｗ坂を下って新桜坂、犀星のみちを経由し、鈴
木大拙館、金沢21世紀美術館へとつながる散策ルートは、ひがし茶屋街や主計町などの浅野川かいわ
いの散策ルートとともに、新たに金沢の魅力を一層向上させると考えられます。今後、このような観
光客向けの散策ルートを考えるつもりはないのかお尋ねします。
〈山野市長〉
昨年度、にし茶屋街、寺町、野田山の観光資源の発掘とデータベース化を行ったところであります。
今年度は、さらに名所旧跡以外の散策スポットの発掘を行った上で、テーマを定めたモデルコースを
設定し、ルートマップを製作することとしており、ご提案の散策ルートについても検討をしていきた
いと考えています。

⦿子ども・子育て支援新制度について
〈喜多浩一〉
平成24年8月に、子ども・子育て支援法をはじめ、関連３法が成立しました。消費税の税率が10％に
引き上げられることを前提として、平成27年度から子ども・子育て支援新制度に移行することになっ
ています。本市においても、今年度当初予算で、新制度移行に向けて金沢版の子ども・子育て会議を
設置するとともに、子ども・子育て支援事業計画の策定に着手することとなっていますが、本市の子
ども・子育て会議の設置を初め、新制度移行に向けた準備の状況についてお聞きいたします。
また、事業計画の策定に当たっては、子ども・子育て支援法の規定により、市町村は子ども・子育て
会議の意見を聞かなければならないとされています。事業計画は、今後の本市の子育て支援の方向性
を示す重要なものであり、子ども・子育て会議の議論は非常に影響が大きいと思われます。そこで、
この会議の構成メンバーや役割などについてどのようなお考えかお聞きします。
〈山野市長〉
今年度は保育需要などのニーズ調査を行うこととしており、この調査結果を踏まえ、子ども・子育て
会議に諮りながら、明年度中に27年度からの5カ年の事業計画を策定する予定であります。
この会議の構成については、子育ての支援に知識経験のある専門家や保育所、幼稚園などの関係団体
の方々のほか、子育て当事者であります保護者の方にも参画していただきたいと考えています。その
役割については、子ども・子育て支援事業計画の策定や当該計画の実施状況を調査、審議することな
どとなっています。
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